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今月の主な内容
【村制施行七十周年記念事業】
タイムカプセルについて � ������ 2
地区懇談会／叙勲 � ��������� 3
プレミアム付商品券販売／
村職員募集 � ������������ 4
降ひょう・豪雨について � ������ 5

高山村公式LINE
友だち登録お願いします！
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村制施行七十周年

村制施行七十周年記念事業

タイムカプセルの開封・埋設を行います
　村では、村制施行七十周年を迎え、これまでの歩みを振り返り次世代へ想いをつなぐため、平成 18 年の村制施
行五十周年記念事業で埋設したタイムカプセルを開封し、次の 20 年に向けて、新たにタイムカプセルに収納する
品物の募集を行います。

「村制施行五十周年記念」タイムカプセルの掘り上げ「村制施行五十周年記念」タイムカプセルの掘り上げ
　平成 18 年の村制施行五十周年記念事業で埋設したタイム
カプセルを掘り上げます。
　当日は見学が自由ですので、皆さまのお越しをお待ちして
います。
　また、掘り起こしたタイムカプセルは、役場村民ホールに
て展示いたしますのでぜひご覧ください。

▶日　時　７月１日㈬　午前 10 時
※タイムカプセルの収納品は、準備が整い次第返却します。

▶場　所　役場駐車場（東側）

「村制施行七十周年記念」タイムカプセル収納品を募集します「村制施行七十周年記念」タイムカプセル収納品を募集します
　村制施行七十周年を記念して、新たにタイムカプセルに収納する品物を募集します。
　開封は 20 年後の村制施行九十周年を予定しています。
　20 年後の未来に伝えたいものを託してみませんか。

▶募集内容
　◦内　　容：20 年後の自分や家族へ宛てたメッセージ、写真等
　◦サ イ ズ：角型２号封筒（A4 サイズ）に収まる範囲内

◦注意事項：現金、貴重品、飲食物、危険物、その他著しく品質が変化する恐れのあるものは対象外

▶提出方法 
　７月上旬に、全戸配布する専用封筒に入れて提出
　※窓口へ直接持参してください。

▶提出先
　◦役場　住民税務課窓口
　◦保健福祉総合センター　健康福祉課窓口

▶募集締め切り
　８月 31 日㈪

　タイムカプセルの開封・埋設については、住民税務課または健康福祉課までお問い合わせください。

◆住民税務課　☎２１４－９２４４　　◆健康福祉課　☎２４２－１２０１

村制施行五十周年記念タイムカプセル埋設の様子
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叙
勲

故 

藤
沢
一
實 

氏

叙
　
勲

　

本
年
１
月
31
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、

元
高
山
村
議
会
議
員
の
故
藤
沢
一
實
氏

に
対
し
て
、
国
の
栄
典
制
度
に
よ
り
叙

勲
が
授
与
さ
れ
、
去
る
５
月
１
日
、
ご

家
族
に
旭
日
単
光
章
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

藤
沢
氏
は
、
昭
和
44
年
９
月
か
ら
12

年
の
永
き
に
亘
り
高
山
村
議
会
議
員
に

在
職
さ
れ
、
昭
和
50
年
９
月
か
ら
２
年

間
は
高
山
村
議
会
社
会
常
任
委
員
会
副

委
員
長
を
、
昭
和
52
年
10
月
か
ら
２
年

間
は
高
山
村
議
会
建
設
常
任
委
員
会
委

員
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
地
域
の
農
道
な
ど
道
路
環
境

の
整
備
や
通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
、

高
度
経
済
成
長
期
時
代
の
中
で
、
地
域

の
若
者
が
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
新

た
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
活
発
な
議
会

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、
村

内
へ
の
歯
科
医
誘
致
の
ほ
か
、
健
康
づ

く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
、

夜
間
照
明
施
設
を
備
え
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
を
提
案
す
る
な
ど
、
村
民
の
い
の

ち
と
く
ら
し
を
守
る
福
祉
の
充
実
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
４
３

行財政運営

令和８年度地区懇談会を開催します
　村民の皆さまに、村が本年度実施する主要事業等を紹介することで、村政への理解を深めていただくとともに、
さまざまなご要望やご意見をお聞きして、今後の村政に反映するため、地区懇談会を開催します。

▶懇談テーマ等　令和８年度の主要施策等について

※水中区、荒井原区、なかひら区は６月６日〜 13日にかけて実施しました。

地区名等 開　催　日 時　　間 場　　所
赤 　 和 6月 19日㈮ 午後７時 赤和集落センター

牧 6月 22日㈪ 午後７時 牧生活改善センター
駒 　 場 6月 22日㈪ 午後７時 駒場公民館

紫 6月 28日㈰ 午後６時 紫集会所
二 ツ 石 7月 3日㈮ 午後７時 二ツ石センター
久 　 保 7月 3日㈮ 午後７時 久保公会堂
新 　 堀 7月 5日㈰ 午後６時 新堀公会堂
牧 　 場 7月 7日㈫ 午後４時 カリヨンホール
天 神 原 7月 8日㈬ 午後７時 天神原観音堂
福 井 原 7月 11日㈯ 午後５時 30分 福井原公会堂
千 本 松 7月 11日㈯ 午後７時 千本松公会堂
松 　 南 7月 12日㈰ 午後５時 松南公会堂
緑 ケ 丘 7月 12日㈰ 午後６時 緑ケ丘住民センター
温 　 泉 7月 16日㈭ 午後４時 スパ・ワインセンター
蕨 　 平 7月 17日㈮ 午後７時 蕨平公会堂
松 　 原 7月 18日㈯ 午後６時 30分 松原公会堂
宮 　 関 8月 1日㈯ 午後７時 宮関公会堂
堀 之 内 8月 1日㈯ 午後７時 堀之内センター
中 　 原 8月 18日㈫ 午後７時 中原会館
荻 久 保 8月 21日㈮ 午後６時 30分 荻久保集会所
三 　 郷 8月 25日㈫ 午後６時 30分 三郷センター
黒 　 部 9月 17日㈭ 午後７時 黒部公会堂
桝 　 形 9月 24日㈭ 午後７時 桝形集会所

◆総務課企画政策係　☎２１４－２２６３
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高
山
村
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

～
共
に
創
ろ
う　

未
来
の
高
山
村
～

商
工
業

行
財
政
運
営

村
制
施
行
七
十
周
年
記
念

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

今
年
度
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
！　
　

　

高
山
村
商
工
会
で
は
、
地
域
の
消
費

拡
大
や
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を
活

用
し
、
例
年
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

特
別
に
30
％
に
拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

村
内
商
店
で
の
日
常
生
活
用
品
の
買

い
物
や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
土
木
・

設
備
改
修
、
家
電
購
入
、
車
整
備
、
理
美

容
、
家
族
で
の
食
事
や
温
泉
宿
泊
な
ど

に
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

▼
販
売
総
額

　

１
億
２
千
万
円

　
▼
利
用
総
額

　

１
億
５
千
６
０
０
万
円

▼
購
入
限
度

　

１
世
帯
に
つ
き
20
万
円
ま
で

▼
販
売
及
び
利
用
開
始
日

　

７
月
12
日
㈰

▼
試
験
区
分
及
び
採
用
人
員

　

初
級
（
事
務
）
…
…
若
干
名

▼
受
験
資
格

　

初
級
（
事
務
）

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

▼
受　

付

　

７
月
31
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法

　

職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
様
式
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、受
付
期
間

内
に
持
参
ま
た
は
郵
送
（
7
月
31
日

消
印
有
効
）
に
よ
り
、総
務
課
総
務
係

へ
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日
及
び
内
容
等

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
20
日
㈰

　
　
　

受
付　

８
時
15
分
～

　
　
　

試
験　

９
時
～

▼
利
用
期
限

　

令
和
９
年
１
月
11
日
㈪
ま
で

　
（
利
用
開
始
日
か
ら
６
か
月
間
）

▼
販
売
場
所

　

◦
高
山
村
商
工
会
館

　

◦
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

◦
ス
パ
イ
ン

　

初
級
（
事
務
）

筆
記
試
験
（
教
養
・
事
務
適
性
・

職
務
適
応
性
）

　

第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

し
ま
す
。

▼
試
験
会
場

　

高
山
村
役
場

▼
採
用
時
期

　

令
和
９
年
４
月
予
定

　

受
験
案
内
や
申
込
書
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
４
３

◆
高
山
村
商
工
会
事
務
局

　

☎
２
４
８
－
０
５
８
２

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
９
６
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降り積もったひょう

ひょうによる被害果（りんご）

農
　
業

５
月
１
日
発
生
の

降
ひ
ょ
う
・
豪
雨
に
つ
い
て

気
象
状
況
及
び
被
害
状
況

気
象
状
況
及
び
被
害
状
況

　

５
月
１
日
㈮
長
野
県
北
部
等
で
豪
雨
、

突
風
及
び
ひ
ょ
う
が
降
り
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
、
午
後
５
時
10
分
頃
か
ら

午
後
５
時
30
分
頃
に
か
け
て
豪
雨
、
突

風
、
５
～
20
㎜
程
度
の
大
き
さ
の
降

ひ
ょ
う
が
発
生
し
ま
し
た
。
多
い
と
こ

ろ
で
は
、
１
時
間
あ
た
り
の
降
水
量
が

34
・
２
㎜
、
長
野
管
内
に
お
い
て
、
最

大
瞬
間
風
速
は
15
・
５
ｍ
／
ｓ
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
ツ
石
裏
や
、
中
山
地
域
を

中
心
に
ひ
ょ
う
被
害
に
よ
り
、
り
ん
ご

の
葉
に
穴
が
開
い
た
り
中
心
果
・
側
果

の
落
下
な
ど
の
被
害
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

５
月
２
日
時
点
で
は
農
作
物
被
害
額

を
２
０
２
万
円
程
度
と
推
計
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
の
生
育
の
進
み
な
ど
で

確
認
さ
れ
た
被
害
果
の
状
況
か
ら
、
５

月
末
に
お
い
て
は
３
，
２
０
０
万
円
余

り
に
達
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
豪
雨
に
よ
る
水
路
の
越
水

や
住
宅
の
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

共
済
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

共
済
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
然
災
害
に
備
え
、
果
樹
共
済
や
収

入
保
険
な
ど
の
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

▼
果
樹
共
済

　

自
然
災
害
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な

ど
に
よ
っ
て
、
収
量
や
生
産
金
額
が

減
少
し
た
場
合
に
共
済
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

加
入
で
き
る
種
類

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
、
も
も
、

か
き
、
す
も
も

　

果
樹
共
済
加
入
に
係
る
掛
金
に
つ

い
て
は
、
国
が
50
％
を
負
担
し
、
残

り
の
農
家
負
担
額
50
％
の
う
ち
20
％

は
、
村
が
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
収
入
保
険

　

全
て
の
農
作
物
を
対
象
に
、
自
然

災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、

市
場
価
格
の
低
下
を
は
じ
め
、
農
業

者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い

様
々
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減
少
を

補
償
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
掛
捨
て
保
険
料
を
補
助

対
象
と
し
、
新
規
加
入
者
は
50
％
、

継
続
加
入
者
は
30
％
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
と

自
然
災
害
へ
の
備
え
と

発
生
し
た
際
の
対
応

発
生
し
た
際
の
対
応

▼
村
の
対
応

　

関
係
団
体
等
へ
生
産
量
確
保
の
た

め
の
技
術
的
な
支
援
、
被
災
し
た
果

実
の
販
売
、
消
費
拡
大
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
Ｊ
Ａ
組
合
員
の
方

①
お
手
元
に
届
く
、「
果
樹
特
報
」
等

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
必
要
な
対
策

等
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

②
組
合
員
向
け
に
提
供
さ
れ
て
い
る

「
あ
い
作
」
の
ア
プ
リ
か
ら
技
術
対

策
等
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
長
野
県
か
ら
の
情
報
提
供

①
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

長
野
県
で
は
「
チ
ェ
ッ
ク
！
な
が

の
県
農
業
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル
」
を

活
用
し
、
予
防
情
報
や
被
害
対
策

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

②
自
然
災
害
等
に
よ
り
被
害
が
発
生

し
た
際
は
、長
野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
技
術
対
策
等
に
関
す
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。「
災
害
等
に
係
る

技
術
対
策
に
つ
い
て
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
６
８

登録は
こちらから
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有
害
鳥
獣

ク
マ
・
サ
ル
の
出
没
に
注
意
！

ク
マ
の
出
没
・

ク
マ
の
出
没
・

被
害
防
止
の
た
め
の
注
意
事
項

被
害
防
止
の
た
め
の
注
意
事
項

▼
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

　

山
林
に
入
る
場
合
や
山
林
近
く
で

農
作
業
を
す
る
場
合
は
、ク
マ
と
遭
遇

す
る
危
険
性
が
高
い
た
め
、ラ
ジ
オ
や

鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、な

る
べ
く
複
数
人
で
行
動
す
る
な
ど
自

分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

▼
出
没
し
や
す
い
時
間
帯

　

ク
マ
は
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
ま

す
が
、特
に
朝
夕
の
薄
暗
い
時
間
帯
に

盛
ん
に
活
動
し
ま
す
。

　

ク
マ
の
生
活
領
域
と
考
え
ら
れ
る

場
所
へ
行
く
際
は
、朝
夕
は
特
に
警
戒

す
る
と
と
も
に
、昼
間
で
も
ク
マ
に
遭

遇
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
出
没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

　

農
地
内
で
の
廃
果
投
棄
や
生
ご
み

の
た
い
肥
化
は
誘
因
源
と
な
る
た
め
、

畑
や
人
家
に
有
害
獣
を
近
づ
け
な
い

よ
う
廃
果
や
生
ご
み
は
放
置
せ
ず
、適

切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
願
い

　

ク
マ
を
目
撃
し
た
際
は
、決
し
て
近

寄
ら
ず
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

な
ど
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

サ
ル
の
出
没
・

サ
ル
の
出
没
・

被
害
防
止
の
た
め
の
注
意
事
項

被
害
防
止
の
た
め
の
注
意
事
項

▼
サ
ル
の
生
態

　

サ
ル
は
メ
ス
を
中
心
と
し
た
群
れ

を
つ
く
り
、一
定
の
範
囲
で
な
わ
ば
り

を
形
成
し
、周
期
的
に
移
動
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、サ
ル
が
作
物
の
味
を
覚
え
る

と
、次
第
に
作
物
に
依
存
す
る
よ
う
に

な
り
、人
が
住
む
集
落
を
な
わ
ば
り
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
相
手
を
知
る

　

サ
ル
は
運
動
能
力
が
非
常
に
高
く
、

動
き
が
素
早
い
う
え
に
木
か
ら
木
へ

移
動
し
て
、集
落
に
侵
入
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▼
餌
を
知
る

　

人
間
の
食
べ
る
物
は
ほ
ぼ
全
て
食

べ
ま
す
。ま
た
、
放
置
・
廃
棄
さ
れ
た

柿
な
ど
の
果
樹
野
菜
等
も
サ
ル
に

と
っ
て
は
餌
と
な
る
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

▼
集
落
の
対
策

　

サ
ル
を
集
落
内
で
見
か
け
た
場
合

は
、ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
爆
竹
な
ど
を
使

用
し
、山
奥
ま
で
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
６
８

蕨
温
泉
新
源
泉
掘
削
工
事
に
つ
い
て
③

進
捗
状
況

進
捗
状
況

　

４
月
１
日
に
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
地

点
か
ら
掘
削
を
開
始
し
、
５
月
29
日
時

点
で
４
３
４
メ
ー
ト
ル
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
硬
い
岩
盤
の
層
に
当
た
り
、

掘
削
に
必
要
な
ド
リ
ル
の
先
端
部
分
の

ト
リ
コ
ン
ビ
ッ
ト
の
摩
耗
・
損
傷
が
確

認
さ
れ
た
た
め
、
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

目
標
深
度
の
６
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で

残
り
１
６
６
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
中
の
掘
削
完
了
を
目
途
に
今
後
も

掘
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
泉
質
等
の
検
査
、
機
器
類

の
設
置
等
を
行
い
、
令
和
８
年
度
中
に

は
新
源
泉
の
温
泉
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
予
定
で
す
。

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
９
６

観
　
光

※
ト
リ
コ
ン
ビ
ッ
ト
と
は

硬
質
合
金
製
で
、
岩
石
を
効
果
的
に

粉
砕
、
切
削
、
研
削
す
る
温
泉
や
井

戸
の
掘
削
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
器
具
の
こ
と
。

ケーシングロッド締付トリコンビット回収後



7 2026.6 .15 広報

健　康

口の健康で全身の健康づくりへ　～認知症予防編～
　認知症の発症や進行には、加齢、病気、生活習慣、社会参加など、様々な要因が関係しています。その中でも、
口内の健康を保ち、残っている歯や入れ歯を適切に管理して「しっかり噛める状態」を保つことは、脳や体の健
康を支える大切な要素と考えられています。
　口内の健康を守ることは、食べる力や楽しみ、生活の質を支えてくれます。豊かで健やかに過ごすため、でき
ることから始めてみましょう。

◆健康福祉課保健予防係　☎２４２－１２０２

今日からはじめる、口の健康を保つことでできる認知症予防

継続することが大切です。できることから少しずつ始めていきましょう！

毎日のお手入れで
口を清潔に

・外出をする
・会話や笑顔を増やす

定期的に
歯科検診を受ける

入れ歯がある方は
入れ歯を装着する

よく噛んで
バランスの良い食事

適度な運動をする

歯を失う原因　歯周病とむし歯歯を失う原因　歯周病とむし歯
　私たちの生命活動は食べることによって支えられ、歯は食べるために欠かすことができません。しかし、加齢
とともに歯を失うリスクが高くなっていきます。
　歯を失う原因の多くは、歯周病とむし歯の２つです。特に歯周病は糖尿病や心疾患と同じく、生活習慣病のひ
とつとして位置づけられています。

　噛む刺激が脳を活性化するた
め、噛む力が弱くなると脳への
刺激が減り、認知機能が低下し
やすくなる可能性があります。

　食べることへの自信や興味
がなくなると、外食や人との
交流を避けがちになり、認知
症リスクを高める要因につな
がります。

　咀
そしゃく
嚼機能が低下すると、硬い食品を避け

るようになり、食事の内容も偏りがちにな
ります。特定の栄養素（たんぱく質・ビタ
ミン・ミネラル等）が不足して、脳の健康
にも影響を及ぼします。

歯を失うことで起こる変化

１ ２ ３噛む力の低下 栄養の偏
かたよ

り 社会活動への参加の減少
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結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

健
　
康

少
子
化
対
策

　

村
で
は
、
次
の
と
お
り
、
結
核
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
通
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ
て
い
る

日
時
・
場
所
を
確
認
し
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
記
載
の
日
時
に
受
診
で
き
な

い
場
合
は
、
他
の
日
時
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
実
施
日
時

　

６
月
29
日
㈪

　

６
月
30
日
㈫

　

７
月
２
日
㈭
※

　
　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時

※
７
月
２
日
は
、
午
前
８
時
45
分
～

11
時
45
分

▼
実
施
場
所

　

各
地
区
の
公
会
堂
な
ど

▼
料　

金

　

無
料

▼
持
ち
物

　

結
核
検
診
受
診
券
（
通
知
か
ら
切

り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

方
が
、
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る

よ
う
、
不
妊
治
療
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

▼
対
象
者

◦
村
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い

る
夫
婦

◦
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
助
成
金
額

　

不
妊
治
療
に
係
る
医
療
費
の
自
己

負
担
額
（
年
額
50
万
円
ま
で
）

　

※
助
成
の
対
象
外
と
な
る
も
の

◦
他
の
助
成
制
度
等
に
よ
る
治
療

費
◦
文
書
料
、
個
室
料
等
の
不
妊
治

療
に
直
接
関
係
な
い
も
の

◦
入
院
時
の
食
費
（
入
院
時
食
事

療
養
費
）

▼
申
請
方
法

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
健
康
福

祉
課
窓
口
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
も
可
）

①
助
成
金
交
付
申
請
書

②
医
師
証
明
書

▼
対
象
者

　

本
年
度
65
歳
以
上
に
な
る
方
で
、

１
月
の
検
診
希
望
調
査
で
村
の
検
診

を
申
し
込
ま
れ
た
方

　

な
お
、
４
月
に
実
施
し
た
肺
が
ん

検
診
を
受
け
た
方
、
人
間
ド
ッ
ク
受

診
予
定
の
方
、
医
療
機
関
で
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
撮
ら
れ
た
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

▼
注
意
事
項

　

当
日
の
上
半
身
の
服
装
は
、
柄
の

な
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
肌
着
１
枚
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
プ
リ
ン
ト
、
ワ
ッ
ペ
ン
、
刺
繍
、

ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、

着
用
で
き
ま
せ
ん
。

◦
金
属
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
エ
レ
キ
バ

ン
・
湿
布
・
カ
イ
ロ
は
外
し
て
く

だ
さ
い
。

　

検
診
受
診
後
、
精
密
検
査
が
必
要
な

方
に
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
－
１
２
０
２

③
医
療
費
等
証
明
書

④
助
成
金
交
付
請
求
書

⑤
高
額
療
養
費
限
度
額
適
用
認
定
証

の
写
し

⑥
県
不
妊
治
療
助
成
事
業
交
付
決
定

通
知
書
の
写
し
（
県
助
成
対
象
者

の
み
提
出
）

※
①
～
④
の
書
類
は
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課
窓
口

ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

◎
申
請
締
切

　

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

※
本
年
度
、
申
請
予
定
の
方
は
令
和

８
年
12
月
末
ま
で
に
保
健
予
防
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
県
不
妊
治
療
助
成
事
業

長
野
県
不
妊
治
療
助
成
事
業

　

県
で
行
っ
て
い
る
助
成
事
業
は
、
県

庁
健
康
福
祉
部
保
健
・
疾
病
対
策
課
母

子
保
健
係
（
☎
２
３
５
－
７
１
４
１
）

へ
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
－
１
２
０
２

65
歳
以
上
の
方
は
、
１
年
に
１
回
は
結
核
検
診
を
受
け
る
よ
う

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
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後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

令
和
８
年
度
保
険
料
額
の
決
定
と

資
格
確
認
書
等
更
新
の
お
知
ら
せ

保
険
料
額
の
決
定

保
険
料
額
の
決
定

　

令
和
８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
額
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
保
険
料
額
は
、
令
和
７
年
中
の

所
得
額
等
を
基
に
算
定
さ
れ
た
、
均
等

割
額
（
被
保
険
者
全
員
に
か
か
る
金
額
）

と
所
得
割
額
（
被
保
険
者
の
所
得
に
応

じ
て
か
か
る
金
額
）
の
合
計
額
に
な
り

ま
す
。

　

年
間
保
険
料
額
を
記
載
し
た
「
決
定

通
知
書
」
を
、
普
通
徴
収
と
な
る
方
に

は
７
月
中
旬
に
「
納
入
通
知
書
」
と
同

封
し
て
送
付
し
ま
す
。
特
別
徴
収
と
な

る
方
に
は
９
月
下
旬
に
「
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」
と
併
せ
て
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則
と
し

て
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
条
件
に

あ
て
は
ま
る
方
は
申
出
書
の
提
出
に
よ

り
、
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
に
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
住
民
税
務
課
生
活
環

境
係
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
普
通
徴
収
と
は

現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
入
方
法

　

現
金
納
付
の
方
で
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
口
座
振
替
依
頼
書

を
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
徴
収
と
は

年
金
か
ら
差
し
引
く
方
法

　

10
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
と
な

る
方
は
、
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
の

方
法
で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

資
格
確
認
書
等
の
定
期
更
新

資
格
確
認
書
等
の
定
期
更
新

　

現
在
お
使
い
の
資
格
確
認
書
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
更
新
で
は
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
状
況
等
に
よ
り
、「
資
格
確
認

書
」
ま
た
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
６
７

資格確認書（紫）資格情報のお知らせ

負担割合が
３割になる方

村民税課税標準額が
145万円以上の被保険者の方
及び同一世帯の被保険者の方

３割の方で、所得状況等が一定の要件に当てはまる方は、
２割または１割になる場合があります（該当される方には
通知しますので、期限までに手続きをお願いします）。

負担割合が
２割になる方

世帯内に被保険者が
１人の場合

村民税課税標準額が 28万円以上 145万円未満かつ公的年金
収入額とその他の合計所得金額の合計が 200万円以上の方

世帯内に被保険者が
２人以上いる場合

世帯内の被保険者で、村民税課税標準額が最大の方のその
額が 28万円以上 145万円未満かつ世帯内の被保険者全員
の公的年金収入額とその他の合計所得金額の合計が 320万
円以上の方及び同一世帯の被保険者の方

負担割合が
１割になる方 ３割または２割以外の方

医療費の一部負担金（窓口負担）割合医療費の一部負担金（窓口負担）割合

▼
対
象
者

　

◦
85
歳
以
上
の
方

◦
84
歳
以
下
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利

用
さ
れ
て
い
な
い
方

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
新
た
な
資

格
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

◦
84
歳
以
下
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方

　

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。
医
療
機
関
の
受
診
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が

難
し
く
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
手

続
き
に
よ
り
資
格
確
認
証
を
交
付

し
ま
す
。

見 本



102026.6 .15 広報

物価高騰対策

「地方創生臨時交付金」活用事業実績をお知らせします
　村では、国の地方創生臨時交付金を活用して、村民の皆さまの生活を支援するため、次の事業を実施しました。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の活用事業実績
事　　業　　名 事　業　概　要 実　　績 交付金活用額

①定額減税不足額臨時給付金 令和６年度実施の定額減税調整給付に不
足が生じた方等に対して不足額を給付

給付対象者数
（777人） 26,741 千円

②価格高騰臨時特別対策支援金
住民税所得割非課税世帯に対して３万円
を給付
子育て加算として２万円／人を給付

非課税世帯
414世帯
子ども加算

23世帯（46人）
13,861 千円

③食料品価格等物価高騰対策子育
て世帯応援給付商品券事業

18 歳以下の子がいる世帯に対して１万
円／人を給付

子育て世帯
449世帯
（776人）

5,681 千円

物価高騰対応重点支援　地方創生臨時交付金　交付額合計 46,283 千円

※物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して実施している高山村生活応援給付商品券（２万円／１世
帯当たり）及び高齢者世帯等燃料券（２万円／１世帯当たり）の有効期限は６月 30 日㈫です。
期限までにご利用ください。

◆総務課企画政策係　☎２１４－２２６３

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

▼
国
民
健
康
保
険
税
に

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
」
が

　

新
設
さ
れ
ま
す

　

令
和
８
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
全
て
の
世
代
や
企
業

の
皆
さ
ま
か
ら
支
援
金
を
拠
出
し
、

そ
の
財
源
を
子
育
て
施
策
拡
充
に
充

て
、
社
会
全
体
で
こ
ど
も
や
子
育
て

世
帯
を
支
え
る
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

詳
細
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
８
年
度
の
国
保
税
率

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

開
始
に
伴
い
、
す
べ
て
の
医
療
保
険

に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
分
を
新
た
に
徴
収
す
る
こ
と
と
な

り
、
従
来
の
賦
課
区
分
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
分
」
が
新
設
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
６
７

こども家庭庁
ホームページ

医療分 後期支援分 介護分 子ども・子育て
支援金分

所得割率 7.80％ 2.10％ 2.40％ 0.26％

均等割額 21,700 円 5,800 円 8,000 円 ※1,100円
18 歳以上

被保険者均等割 ー ー ー 100円

平等割額 21,200 円 5,800 円 7,000 円 1,100円
※ 18歳未満被保険者の子ども・子育て支援金分均等割額は、全額軽減されます。
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奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

部
活
動
地
域
展
開（
移
行
）の
お
知
ら
せ

教
　
育

子
育
て

　

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
若
者
の
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
学
金
の
返
還

を
支
援
し
ま
す
。

▼
本
年
度
の
変
更
点

　

対
象
者
の
要
件
を
一
部
変
更
し
ま

し
た
。

変
更
前

　

大
学
等
を
卒
業
し
、
村
内
に
居

住
し
て
い
る
者
で
、
正
規
雇
用
で

企
業
に
勤
務
し
て
い
る
者
ま
た
は

起
業
し
て
い
る
者

　

↓
変
更
後

　

大
学
等
を
卒
業
し
、
村
内
に
居

住
し
て
い
る
者

▼
対
象
と
な
る
奨
学
金

◦
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
の
奨
学
金
（
第
一
種
及
び
第
二

種
）

◦
地
方
自
治
体
の
奨
学
金
（
高
山
村

の
奨
学
金
を
含
む
）

◦
そ
の
他
村
長
が
認
め
る
奨
学
金

▼
対
象
者

　
（
①
～
⑧
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
）

①
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
大
学
等

を
卒
業
し
た
者

②
大
学
等
を
卒
業
し
、
村
内
に
居
住

し
て
い
る
者

③
助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

▼
部
活
動
地
域
展
開
の
流
れ

　

村
で
は
、
令
和
７
年
度
、
部
活
動

の
地
域
展
開
検
討
協
議
会
を
４
回

開
催
し
、
国
か
ら
目
標
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
、
令
和
８
年
度
末
ま
で
に
、

休
日
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
へ
展
開

で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
13
年
度
末
ま
で
に

は
平
日
の
部
活
動
も
地
域
ク
ラ
ブ
へ

展
開
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
令
和
８
年
度
部
活
動
地
域
展
開
の

活
動
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
の
高
山
中
学
校
の
部

活
動
の
状
況
は
女
子
バ
レ
ー
２
名

（
合
同
部
活
動
）、
卓
球
14
名
、
吹
奏

楽
10
名
、
美
術
部
13
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、
部
活
動
と
し

て
活
動
し
て
い
る
休
日
の
活
動
を
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
高
山
村
文
化
協
会

を
実
施
主
体
と
し
た
地
域
ク
ラ
ブ
へ

展
開
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
生
徒
が
や
り
た
い
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
考
え
な
が
ら
、
多

る
年
の
１
月
１
日
時
点
に
お
い
て

本
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
現
に

定
住
し
て
い
る
者

④
助
成
金
申
請
の
前
年
度
中
に
、
奨

学
金
の
返
還
を
し
て
い
る
者

⑤
自
ら
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
者

⑥
村
税
等
の
滞
納
の
な
い
者

⑦
他
の
奨
学
金
の
返
還
支
援
制
度
を

利
用
し
て
い
な
い
者

⑧
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
者

▼
助
成
額

　

申
請
年
度
の
対
象
期
間
に
支
払
っ

た
金
額
の
う
ち
最
高
20
万
円

▼
助
成
対
象
期
間

　

最
初
の
返
還
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

連
続
す
る
12
年
間
を
上
限
と
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
１
日
㈬
～
８
月
31
日
㈪

▼
申
請
方
法

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
教
育
委
員

会
窓
口
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委
員

会
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

　

☎
２
１
４
－
９
７
６
１

く
の
生
徒
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸

術
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

募
集
と
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

　

部
活
動
地
域
展
開
担
当

　

☎
２
１
４
－
９
７
６
１
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農
　
業

林
　
務

果
樹
栽
培
機
械
購
入
に
関
す
る

補
助
金
を
拡
充
し
ま
し
た

私
有
林
の

森
林
整
備
を
す
す
め
ま
せ
ん
か

　

農
業
従
事
者
の
支
援
を
図
り

更
な
る
農
業
振
興
に
繋
げ
る
た

め
、
補
助
制
度
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

▼
補
助
金
交
付
対
象
者

⑴
村
内
に
住
所
を
有
す
る
認

定
農
業
者

⑵
農
業
者
が
組
織
し
、
構
成

員
に
認
定
農
業
者
を
含
む

団
体

⑶
目
標
地
図
に
位
置
付
け
ら

れ
た
村
内
に
住
所
を
有
す

る
者
で
、か
つ
、前
年
の
農

業
収
入
額
が
１
０
０
万
円

以
上
４
０
０
万
円
未
満
で

あ
る
者

　

制
度
の
利
用
に
は
、
購
入
前

に
見
積
書
等
を
添
付
し
交
付
申

請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
に
限
り
が
あ
る

こ
と
や
一
部
補
助
対
象
外
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
６
８

　

森
林
は
、山
地
災
害
の
防
止
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
、多
面
的
な
機
能
を
有
し

て
い
る
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

村
で
は
、私
有
林
の
間
伐
等
を
促
進
す

る
た
め
、
個
人
の
所
有
す
る
人
工
林
の

森
林
作
業
を
請
け
負
っ
た
森
林
組
合
等

の
作
業
経
費
の
一
部
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、産
業
振

興
課
林
務
地
籍
調
査
係
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
森
林
の
間
伐
等
に
関
し
て
は
、

長
野
森
林
組
合
須
高
支
所
（
☎
２
４
５

－
３
０
０
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

　

◦
森
林
組
合

　

◦
森
林
所
有
者
等
で
構
成
す
る
団
体

▼
補
助
対
象
面
積

　

0
・
05‌

ha
以
上

▼
補
助
対
象
経
費
・
補
助
率

　

◦
間
伐
������




10
分
の
９
以
内

　

◦
搬
出
間
伐
����


２
分
の
１
以
内

　

◦
植
林
等
�����



10
分
の
８
以
内

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、希
望

さ
れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
９
６

▶補助対象機械補助率及び限度額

交付対象者
補助金交付対象者のうち

（１）、（２）の場合 （３）の場合

補助対象機械名 補助率 限度額
（新品）

限度額
（中古）

限度額
（新品）

限度額
（中古）

スピードスプレヤー 1/10 以内 40万円 20万円 20万円 10万円
乗用型草刈機 1/10 以内 10万円 ５万円 ５万円 ２万５千円
高所作業機 1/10 以内 10万円 － ５万円 －
棚下作業機 1/10 以内 ５万円 － ２万５千円 －
乗用トラクター 1/10以内 10万円 － ５万円 －
運搬車 1/10以内 ５万円 － ２万５千円 －
刈払機
（取得額 55,000 円（税
込）以上の物に限る）

定　額 ５千円 － － －

間伐前間伐後
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経営所得安定対策の手続きをお忘れなく

農　業

　国では、担い手農家の経営安定のため、諸外国との生産条件の格差から生ずる不利を補正する交付金（ゲタ対策）
と、当年度の収入が減少した場合にその減少額を補てんする交付金（ナラシ対策）を実施しています。
　また、食料自給率・自給力の維持向上を図るため、麦、大豆など戦略作物の本作化を推進するため、水田活用
の直接支払交付金を交付しています。
　なお、３月下旬に農業者の皆さまに送付しました本年度分の申請書類は、６月 26 日㈮が提出期限となっていま
すので、手続きを済まされていない方は期限までに提出をお願いします。

経営所得安定対策の主な対象事業
米価等が下落した際の収入減少の緩和に対する助成米価等が下落した際の収入減少の緩和に対する助成
▶米・畑作物の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）
　対 象 者　認定農業者、集落営農、認定新規就農者
　対象品目　米、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ
　補てん額　対象品目の当年産収入額が標準的収入額を下回った場合に、その差額の９割を補てん
　　　　　　（申請者は積立金の拠出が必要となります）

諸外国と比べ生産条件に不利がある国産農産物に対する助成諸外国と比べ生産条件に不利がある国産農産物に対する助成
▶畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）

※令和５年度から消費税の課税事業者向け単価と免税事業者向け単価に分かれているので、免税事業者向けの
単価を申請する方は、収入・売上が１千万円以下であることを確認するために、２年前（令和６年）の確定
申告等の提出が必要となります。

　対 象 者　認定農業者、集落営農、認定新規就農者
　対象品目　そば、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ、なたね
　交付単価　①数量払：品質ごとに単価が定められ、出荷数量に応じて助成
　　　　　　　　　　　（例：そばの場合（円／ 45kg）課税事業者　１等級 16,450 円、２等級 14,340 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　免税事業者　１等級 17,280 円、２等級 15,170 円）
　　　　　　②面積払（営農継続支払）：作付面積に応じて助成
　　　　　　　　当年産作付面積に基づき交付　20,000 円／ 10a（そばについては、13,000 円／ 10a）

水田を活用し、食料自給率・自給力の維持向上を図る農家等への助成水田を活用し、食料自給率・自給力の維持向上を図る農家等への助成
▶水田活用の直接支払交付金
　対 象 者　水田で販売を目的に対象作物を生産する販売農家、集落営農
　対象作物　麦、大豆、飼料作物、加工用米、飼料用米、米粉用米、そば　等
　交付単価　①戦略作物助成：水田に戦略作物を作付け、要件を満たす販売農家等に助成
　　　　　　　　　　　　　　　麦、大豆、飼料作物…35,000 円／ 10a
　　　　　　　　　　　　　　　加工用米………………20,000 円／ 10a
　　　　　　　　　　　　　　　飼料用米、米粉用米…55,000 円～ 105,000 円／ 10a
　　　　　　②産地交付金　：そば作付への助成　20,000 円／ 10a（基幹作のみで金額に変動あり）

その他アスパラガス、シャクヤク、小菊等への助成金額は、農業再生協議会にお
いて設定の手続きを行っています。

◆産業振興課農政係　☎２１４－９２６８　　◆ JAながの高山アグリサポートセンター　☎２４５－００４５
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５月の高山分署の出動状況（５月１日～５月 31日）

救命講習会を開催します救命講習会を開催します
　大切な家族や友人が突然倒れ、反応が無い…その
時あなたはどうしますか？
　倒れた人にとって、救急車が来るまでの数分間が

「命」にかかわる大切な時間です。その時に何をすべ
きか、何が出来るかを講習会で学びましょう。
　須坂市消防本部では心肺蘇生法を主体とした普通
救命講習を次のとおり開催します。

▶日　時　７月５日㈰　午前 10 時～正午
▶場　所　須坂市消防本部（須坂市大字小山 1306）
▶受講条件

　普通救命講習を受ける方は、事前に応急手当
WEB 講習（e ラーニング）の受講が必要です。
　講習修了者のみ普通救命講習の受講が可能です。

▶定　員　10 人
▶受講料　無料
▶申込期間
　６月 15 日㈪～６月 26 日㈮
▶申込方法

　須坂市消防本部ホームページから、お申し込み
ください。ご利用いただけない場合、電話にてお
申し込みください。

　（電話受付時間　平日午前９時～午後５時）
▶申し込み
　須坂市消防署　消防係
　☎２４５－０１１９
※その他の開催については、須坂市消防本部ホーム

ページでご確認ください。

消 防 情 報
高山中学校

346

区　分
当月出動件数 本年度累計出動件数

（令和８年４月１日～５月 31日）
うち村内 うち村内

火　災 0 0 0 0
調　査 2 2 3 3
救　急 32 22 64 51
計 34 24 67 54

３学年　修学旅行  ～奈良・京都～３学年　修学旅行  ～奈良・京都～
　４月９日㈭～ 11 日㈯の
２泊３日の日程で、３年生
は奈良・京都へ修学旅行
に行ってきました。
　早朝高山村を出発した
１日目、奈良の法隆寺、東
大寺を見学しました。この
時期にしては観光客が少
なかったこともあり、じっ
くり見学することができ、
初めて見る大きな寺院や
大仏に圧倒されていまし
た。２日目は、班別タクシー見学。あいにくの雨となっ
てしまいましたが、それぞれが計画した場所へ行き、
京都の風情を堪能しました。
　３日目には、金閣寺を見学した後、北野天満宮で合
格祈願をしてきました。一人一人がしっかり考えて自
主的に動き、周りの友達とも協力する姿がたくさん見
られました。楽しい思い出を作ることができ、大きく
成長した３日間になりました。

１学年　妙高自然体験学習１学年　妙高自然体験学習
 　５月 12 日㈫、１年生
は「妙高青少年自然の
家」に行ってきました。
自分で選んだ木を削り
スプーンを作る体験や、
自然の中で友達と協力
して色々な活動をする
アドベンチャープログ
ラムに挑戦しました。

〈お問い合わせ〉
須坂市消防署高山分署
　☎２４８－０１１９
消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２６６－０１１９

【１年生の感想より】
〇いつもあまり話さない人や６年生の時クラスが
違った人などと、手をつないだり、協力したり、笑っ
たりできてとてもうれしかったし、いい経験になっ
たなと思う。
〇みんなと協力して楽しい活動ができたし、アドバ
イスを出すことでよりよい活動ができることがわ
かった。

奈良・法隆寺

グループでアドベンチャープログラム
に挑戦中
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　

７
月
25
日
㈯
に
、「
信
州
高
山
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
最
後
を
彩
る
花
火
大
会
で
は
、

出
生
、
結
婚
、
還
暦
の
お
祝
い
な
ど
の
記

念
花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

記
念
花
火
の
打
ち
上
げ
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
商
工
会
ま
た
は
役
場
商
工
観
光
係

窓
口
備
え
付
け
の
申
込
書
（
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

金
　
額

　

１
口
１
万
円
よ
り

た
だ
し
、
単
独
打
ち
上
げ
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
１
口
15
万
円
以
上

申
込
期
限

　

６
月
22
日
㈪
ま
で

　

信
州
高
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
）

　

☎
２
１
４
－
９
２
９
６

　

  

村
制
施
行
七
十
周
年

第
40
回
信
州
高
山
ま
つ
り

記
念
花
火
を
募
集
し
ま
す

●お知らせ

問

問問

令
和
８
年
度
全
国
統
一
防
災
標
語

　
「
火
の
確
認　いい

日
を
支
え
る
い
い
習
慣
」

　

私
た
ち
の
大
切
な
命
や
財
産
を
奪
う

火
災
は
、
須
高
管
内
に
お
い
て
過
去
最

多
件
数
で
あ
っ
た
昨
年
と
同
様
の
ペ
ー

ス
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
予
防
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
火

の
元
や
火
の
取
扱
い
へ
の
細
心
の
注
意
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
消
火
器

等
の
準
備
、
そ
し
て
、
地
域
住
民
の
火

災
予
防
へ
の
意
識
と
協
力
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
林
野

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
で
は
、

１
月
１
日
よ
り
、
林
野
火
災
注
意
報
・

林
野
火
災
警
報
の
発
令
を
は
じ
め
、
火

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

呼
び
掛
け
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
で
の
安
全
・
適
切
な
火
の
取
扱

い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
団
を
中
心
に
地
域
住
民
の
皆
様

と
一
緒
に
火
災
の
な
い
地
域
づ
く
り
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

総
務
課
危
機
管
理
防
災
係

　

須
坂
市
の
須
坂
温
泉
入
口
に
あ
る

「
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
」
は
、
７
月
18
日
か
ら

本
年
度
の
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

営
業
期
間

　

昼
間
（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　
　

７
月
18
日
㈯
～
８
月
30
日
㈰

※
７
月
21
日
〜
23
日
、

　

８
月
26
日
・
27
日
は
休
場

　

夜
間（
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
）

 　
　

7
月
25
日
㈯
～
８
月
16
日
㈰

入
場
料

　

昼
間　

一
般
������




５
０
０
円

　
　
　
　

 

中
学
生
以
下
・
60
歳
以
上

　
　
　
　
　
　

������




３
０
０
円

　

夜
間　

一
律
������




３
０
０
円

　

※
３
歳
未
満
は
無
料

無
料
入
場
券

　

須
高
地
区
管
内
の
園
児
と
小
・
中

学
生
に
、
学
校
等
を
通
じ
て
１
人
10

枚
ず
つ
配
布
し
ま
す
。
須
高
地
区
管

内
在
住
で
管
外
の
学
校
等
に
通
っ
て

い
る
方
は
、
須
高
行
政
事
務
組
合
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

サ
マ
ー
ラ
ン
ド
（
開
場
期
間
の
み
）

　

☎
２
４
６
－
０
１
５
５

　

須
高
行
政
事
務
組
合

　

☎
２
４
５
－
１
１
７
３

　

７
月
11
日
㈯
か
ら
20
日
㈪
ま
で
、
夏

の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

運
動
の
重
点

◦
横
断
歩
道
等
に
お
け
る
歩
行
者
の
安

全
確
保

◦
自
転
車
等
利
用
時
の
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

◦
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
の
交
通

事
故
防
止

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
思
い
や
り
・
ゆ

ず
り
合
い
運
転
の
励
行

　

運
動
期
間
中
は
主
要
道
路
に
お
い
て
、

交
通
安
全
協
会
役
員
が
街
頭
指
導
を
行

う
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
の
た
め
に
活
動

し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

建
設
水
道
課
建
設
係

　

高
山
村
交
通
安
全
協
会
事
務
局

火
災
の
な
い
地
域
づ
く
り

サ
マ
ー
ラ
ン
ド

７
月
18
日
か
ら
営
業
開
始

夏
の
交
通
安
全

や
ま
び
こ
運
動
を
実
施
し
ま
す

役

役役
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●お知らせ

役

役

　

令
和
６
年
度
に
生
じ
た
麻
し
ん
・
風

し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
偏
在
等
に
よ
り
、
接

種
期
間
が
延
長
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
早
め
に
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

①
令
和
４
年
４
月
２
日
～
令
和
５
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
30
年
４
月
２
日
～
平
成
31
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

③
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
抗
体
検

査
を
実
施
し
た
結
果
、
風
し
ん
の

抗
体
が
不
十
分
な
方

実
施
場
所

　

①
・
②
の
方

　
　

◦
協
力
医
療
機
関

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

　

③
の
方

◦
医
療
機
関
に
予
約
を
す
る
前
に
、

保
健
予
防
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
医
療
機
関
と
の
契
約
等
準
備
が

あ
る
た
め
）

料
　
金　

無
料

持
ち
物

　

①
・
②
の
方

◦
予
診
票
、母
子
手
帳
、身
分
証
明
書

　

③
の
方

◦
抗
体
検
査
の
結
果

◦
ク
ー
ポ
ン
券　

◦
身
分
証
明
書

　

本
年
度
は
、
次
の
と
お
り
「
高
山
村

海
の
家
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

楽
し
い
夏
の
思
い
出
づ
く
り
、
海
水

浴
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
　
間

　

７
月
11
日
㈯
～
８
月
16
日
㈰

場
　
所

　

谷
浜
海
水
浴
場
（
新
潟
県
上
越
市
）

施
設
名

　

高
山
村
海
の
家
「
谷
浜
日
本
海
」

収
容
人
数

　

２
０
０
人

駐
車
場

　

70
台

申
込
み
・
手
続
き

　

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
窓
口
で

利
用
券
の
交
付
を
受
け
、
海
の
家
利
用

当
日
に
利
用
券
を
提
示
す
る
と
施
設

利
用
料
（
席
料
）
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
利
用
券
を
使
用
で
き
る
の
は
村
民
に

限
り
ま
す
。

　

高
山
村
海
の
家
「
谷
浜
日
本
海
」

　

☎
０
２
５
－
５
４
６
－
２
１
５
５

　

☎
０
８
０
－
７
７
４
８
－
０
１
１
８

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
期
間
を
延
長
し
ま
す

高
山
村
海
の
家
を

開
設
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

令
和
８
年
度

経
済
セ
ン
サ
ス
︲
活
動
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す

期
　
間

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　

予
診
票
や
ク
ー
ポ
ン
は
、お
手
持
ち
の

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
紛

失
さ
れ
た
場
合
は
、健
康
福
祉
課
保
健
予

防
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

村
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
と
協
定

を
締
結
し
、
無
料
法
律
相
談
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

離
婚
・
相
続
・
借
金
の
整
理
・
交
通

事
故
・
労
働
問
題
・
境
界
紛
争
な
ど
を

は
じ
め
、
身
近
な
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
相
談
会
日
程

開
催
日
時

　
　
　
　
　

７
月
21
日
㈫

　
　
　
　
　

９
月
15
日
㈫

　
　
　
　
　

11
月
17
日
㈫

　

令
和
９
年
１
月
19
日
㈫

　
　
　
　
　

３
月
16
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
30
分
×
４
枠
）

相
談
時
間

　

１
件
に
つ
き
30
分
以
内

　　

事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
日
の
１
か
月

前
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
総

務
課
総
務
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
　
所

　

役
場　

第
２
応
接
室

　

総
務
課
総
務
係

問

　

現
在
、
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

経
済
セ
ン
サ
ス
－
活
動
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

国
の
重
要
な
調
査
で
す
。ま
だ
回
答
さ

れ
て
い
な
い
事
業
所
は
、期
限
ま
で
に
調

査
へ
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

村
内
す
べ
て
の
事
業
所

最
終
回
答
期
限

　

６
月
30
日
㈫

回
答
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答

　

役
場
総
務
課
窓
口
へ
提
出

　

調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
等
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、総
務
課
企
画
政
策

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課
企
画
政
策
係

チャ役
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自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

問

問

●お知らせ

　

仕
事
帰
り
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
‼

日
　
時

７
月
８
日
㈬
、22
日
㈬
、

８
月
12
日
㈬
、26
日
㈬
、

９
月
９
日
㈬
、30
日
㈬

　
　

午
後
７
時
～
８
時

場
　
所

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
２
階

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内
　
容

　

マ
シ
ー
ン
を
使
っ
た
運
動
、
ヨ
ガ
、

ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

対
象
者（
先
着
10
名
）

　

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
村
民
ま
た

は
村
内
で
働
い
て
い
る
方

持
ち
物

　

運
動
し
や
す
い
服
装
、室
内
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、水
分

参
加
費

　

１
，２
０
０
円

（
別
途
入
館
料
４
０
０
円
が
必
要
で
す
。

入
館
無
料
券
利
用
可
能
。）

申
込
期
限

　

７
月
６
日
㈪

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
２
階

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

☎
２
４
２
－
２
２
１
０

第
２
回 

予
備
自
衛
官
補

概
　
要

　

自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官

補
と
し
て
採
用
し
、
所
要
の
教
育
訓

練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て

採
用
し
ま
す
。

資
　
格

　

一
　
般

　
　

18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

　

技
　
能

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を

有
す
る
方
。
保
有
す
る
資
格
等
に

応
じ
、
53
歳
～
55
歳
未
満
の
方

受
　
付

　

９
月
10
日
㈭
ま
で

試
験
日

　

９
月
12
日
㈯
～10

月
４
日
㈰
の
う
ち
１
日

　

そ
の
他
詳
細
は
、
自
衛

官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
２
３
５
－
６
０
２
６

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

ナ
イ
ト
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

　

自
分
が
望
む
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
、

人
生
会
議
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
　
時

　

６
月
27
日
㈯

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
　
所

　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

内
　
容

　

◦
人
生
会
議
の
動
画
放
映

　
　
「
今
日
か
ら
は
じ
め
る
人
生
会
議
」

　

◦
講
演

「
誰
も
が
望
む
『
尊
厳
を
も
っ
て
穏

や
か
に
過
ご
し
た
い
』
を
支
え
る

た
め
に
」

講
　
師

　

い
ろ
と
り
ど
り
の
診
療
所

所
長　

安
里　

龍
一 

氏

※
会
場
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
配

布
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室

　

☎
２
４
８
－
９
１
０
１

第
15
回

須
高
地
域
医
療
福
祉
を

考
え
る
集
い

問

高
山
小
学
校
運
動
会

た
か
や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
１
２
２
ch
）

▼
初
回
放
送

　
６
月
22
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

　
第
49
回
高
山
小

学
校
運
動
会
。

　
初
め
て
の
運
動

会
に
な
る
1
年
生

は
、玉
入
れ
に
挑
戦
。

　
４
年
生
は
ソ
ー

ラ
ン
節
に
車
イ
ス
リ
レ
ー
。
6
年
生

に
よ
る
恒
例
の
学
年
リ
レ
ー
。

　
全
校
児
童
が
力
を
合
わ
せ
る
大
玉

送
り
な
ど
今
年
も
見
ど
こ
ろ
が
満
載

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に
取
り

組
む
姿
や
、
仲
間
と
喜
び
合
う
様
子

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◆
個
別
の
人
権
課
題
に
つ
い
て

・
長
野
県
の
人
権
課
題
は
11
あ
り
、
そ
の

中
の
同
和
問
題
と
外
国
人
の
人
権
が

重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
施
行
さ
れ

た
人
権
三
法
の
中
で
、「
障
害
者
差
別

解
消
法
」
で
は
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ

な
い
差
別
、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
」
で
は
特
定
国
籍
の
人
々
を
排
除
す

る
差
別
的
言
動
、「
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

不
当
な
差
別
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

・
子
ど
も
と
人
権
で
は
、
約
17
人
に
１
人

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
問
題
は
、
周
り
が
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
手
を
差
し
伸
べ
る
必
要
性
が

あ
る
。
ま
た
、
今
年
12
月
ス
タ
ー
ト
と

な
る
「
子
ど
も
性
暴
力
防
止
法
」
は
、

安
心
な
保
育
・
教
育
を
受
け
ら
れ
る
社

会
を
目
指
し
て
い
る
。

◆
人
に
や
さ
し
い
町
を
目
指
し
て

　
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
か
ら
）

・
用
意
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
か
ら
、
お
年
寄

り
の
荷
物
を
子
ど
も
が
手
伝
い
運
ん
で

い
る
な
ど
「
人
に
優
し
い
と
こ
ろ
」
と
、

車
椅
子
の
人
が
階
段
が
あ
る
た
め
中
に

入
れ
な
い
な
ど
「
気
に
な
る
と
こ
ろ
」

を
、
個
々
や
グ
ル
ー
プ
で
見
つ
け
出
し

た
。
自
分
が
気
づ
け
な
か
っ
た
こ
と
を

周
り
の
方
が
気
づ
く
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が

数
多
く
見
ら
れ
た
。

◆
人
権
は
、
見
よ
う
と
し
な
い
と
見
え
て

こ
な
い
、
見
よ
う
と
す
る
と
見
え
て
く

る
、
色
々
な
見
方
が
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
る

　

標
記
合
同
研
修
会
を
５
月
19
日
㈫
に

公
民
館
講
堂
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

講　
師

　

北
信
教
育
事
務
所 

学
び
の
共
創
課

主
任
指
導
主
事  

小
島　

豪 

さ
ん

演　
題

「
今
知
っ
て
お
き
た
い
人
権
課
題
～
す

べ
て
の
人
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
を
め
ざ
し
て
～
」

講
演
内
容

◆
人
権
感
覚
に
つ
い
て
の
見
つ
め
直
し

・
「
女
の
人
は
料
理
が
得
意
だ
」「
男
の

育
休
は
非
常
識
だ
」「
一
人
っ
子
は
わ

が
ま
ま
だ
」
な
ど
、
自
分
自
身
は
気
づ

い
て
い
な
い
が
、
無
意
識
の
偏
見
や
思

い
込
み（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
）

を
だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
。
男
だ
か
ら

…
女
ら
し
く
…
そ
の
言
葉
で
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
し
ま
う
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

イ
ア
ス
）
か
も
し
れ
な
い
。
人
権
を
無

視
し
て
決
め
つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

・
「
外
国
人
な
の
に
日
本
語
上
手
だ
ね
」

「
背
が
低
い
の
に
バ
ス
ケ
う
ま
い
ね
」

な
ど
、
褒
め
て
い
る
よ
う
で
実
は
偏
見

が
含
ま
れ
て
い
る
言
動
（
マ
イ
ク
ロ
ア

グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
、
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
り
続
け
、
あ
る
時
こ
ぼ
れ
出
す
こ
と

に
な
る
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

そ
ん
な
言
葉
が
け
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
決
め
つ
け
な
い
、
当
た
り
前
を
疑
う
、

軽
い
一
言
を
見
直
す
、
気
づ
い
た
ら
直

す
、
周
り
で
見
た
ら
流
さ
な
い
、
等
が

大
事
に
な
る
。

分
館
役
員
・
人
権
教
育
推
進
地
域
指
導
員

合
同
研
修
会

　

高
山
中
学
校
に
赴
任
し
て
二
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。教
頭
と
し
て
日
々
多
く

の
方
を
学
校
に
お
迎
え
し
ま
す
が
、
初

め
て
来
校
さ
れ
る
方
が
よ
く
口
に
さ
れ

る
の
が「
こ
の
友
達
憲
章
、生
徒
が
作
っ

た
ん
で
す
か
？
す
ご
い
で
す
ね
。」
と

い
う
言
葉
で
す
。本
校
の
昇
降
口
に
は
、

大
き
な
木
製
の
板
に
書
か
れ
た
「
友
達

憲
章
」
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
平
成
八
年
度
、
あ
る
生
徒
の
「
友
達

に
無
視
、
陰
口
や
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
訴
え
を
き
っ
か
け
に
、

生
徒
会
で
の
話
し
合
い
を
重
ね
て
制
定

さ
れ
た
も
の
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
「
い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

「
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
真
剣
に

話
し
合
う
」「
困
っ
て
い
る
人
を
皆
で

支
え
る
」
…
初
め
て
読
ん
だ
時
、
そ
こ

に
示
さ
れ
た
互
い
を
思
い
や
り
、
自
分

事
と
し
て
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
強

い
思
い
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、中
学
生
の
頃
は
友
達
と
の
関

係
に
悩
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。陰
口

に
傷
つ
い
た
り
、逆
に
自
分
が
誰
か
を
傷

つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、仲
間
外
れ
に
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。誰
に
も
助
け
を

求
め
ら
れ
ず
に
苦
し
か
っ
た
時
、支
え
て

く
れ
た
の
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
先
生
で

し
た
。「
大
丈
夫
だ
よ
、
ひ
と
り
じ
ゃ
な

い
よ
。」
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
言
葉
に
、

ど
れ
ほ
ど
救
わ
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、三
十
年
前
の
生
徒
た
ち
が

ど
ん
な
思
い
で
こ
の
憲
章
を
作
り
、そ
れ

を
守
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
を
思
う
と

胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　

私
は
特
に
、
前
文
の
「
あ
な
た
の
思

い
や
り
の
手
を
そ
っ
と
さ
し
の
べ
ま

し
ょ
う
。」
と
い
う
一
文
を
大
切
に
し

た
い
で
す
。思
い
や
り
と
は
、
相
手
の

気
持
ち
に
そ
っ
と
寄
り
添
お
う
と
す

る
心
だ
と
思
い
ま
す
。相
手
が
ど
ん
な

思
い
で
そ
こ
に
い
る
の
か
を
想
像
し
、

そ
の
揺
れ
に
気
づ
こ
う
と
す
る
静
か

な
ま
な
ざ
し
。そ
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
、

行
動
に
移
し
て
み
る
。例
え
ば
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
こ
と
、
い
つ
も
と
違
う
表

情
に
「
何
か
あ
っ
た
？
」
と
声
を
か

け
る
こ
と
。そ
の
小
さ
な
思
い
や
り
が
、

誰
か
を
救
う
、
学
校
を
変
え
る
一
歩
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

友
達
憲
章
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
三
十

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
は
今

も
私
た
ち
に
大
切
な
こ
と
を
問
い
か
け

続
け
て
い
ま
す
。今
年
度
、
生
徒
会
を

中
心
に
こ
の
憲
章
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
時
間
を
設
け
る
予
定
で
す
。掲
示

さ
れ
た
言
葉
を
「
昔
の
生
徒
が
つ
く
っ

た
も
の
」
と
し
て
眺
め
る
の
で
は
な
く
、

「
今
の
自
分
た
ち
の
学
校
生
活
に
ど
う

生
か
す
か
」
と
い
う
視
点
で
向
き
合
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。小
さ
な
場
面

の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
憲
章
の
精
神
を

生
き
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。今
年

度
の
取
組
が
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
分

の
言
葉
で
「
友
達
を
大
切
に
す
る
と
は

何
か
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

高
山
中
学
校　
教
頭　

百
田　
美
希

じ
ん
け
ん

じ
ん
け
ん

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー  

㉓㉓

思
い
や
り
の
手
を

そ
っ
と
さ
し
の
べ
る
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田
圃
に
水
が
張
ら
れ
て
稲
が
植
え
ら

れ
、
畑
で
は
リ
ン
ゴ
の
摘
果
や
ブ
ド
ウ

の
房
切
り
作
業
も
始
ま
り
、
田
畑
に
は

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
ま
る
で
人
の
花

が
咲
い
た
様
で
す
。
長
閑
な
農
村
の
風

景
が
広
が
っ
て
い
る
こ
の
故
郷
が
好
き

で
す
。
世
界
の
各
地
で
戦
争
や
紛
争
が

起
き
て
お
り
、
命
や
人
権
が
脅
か
さ
れ

て
悲
し
い
こ
と
で
す
。
梅
雨
に
は
家
の

前
の
川
に
蛍
が
沢
山
舞
い
、
そ
の
中
の

一
匹
が
私
に
向
か
っ
て
来
る
時
、
な
ぜ

か
病
気
で
早
く
に
去
っ
た
兄
を
思
い
出

し
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。（
山
本
喜
一
）

　

今
年
度
の
編
集
委
員
は
、
平
川
杏

子
、
間
山
一
貴
、
山
本
喜
一
、
事
務
局

の
片
山
正
志
、
松
本
孝
志
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
人
権
教
育
講
座
を
次

の
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。
村
民

の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

会　
場　
公
民
館  
ホ
ー
ル（
講
堂
）

時　
間　
午
後
６
時
30
分
～

７
時
40
分

◆
第
１
回　
８
月
27
日
㈭

外
国
人
の
人
権（
信
州
大
出
前
講
座
）

「
外
国
の
人
と
共
に
創
っ
て
い
く

日
本
社
会
」

　
信
州
大
学

　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
教
授　

佐
藤　

友
則 

さ
ん

◆
第
２
回　
９
月
10
日
㈭

子
ど
も
の
人
権

「
笑
顔
で
築
く
信
頼
関
係

～
大
人
が
笑
え
ば
子
ど
も
も
笑
う
～
」

　
清
泉
大
学
短
期
大
学
部
子
ど
も
学
科

教
授　

塚
原　

成
幸 

さ
ん

◆
第
３
回　
９
月
24
日
㈭

同
和
問
題

「
や
っ
ぱ
り
人
権
同
和
教
育
は

大
切
で
す
」

　

県
同
和
教
育
推
進
協
議
会

事
務
局
次
長　

清
水　

稔 

さ
ん

◆
第
４
回　
10
月
８
日
㈭

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
問
題
を
考
え
る
」

　

県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

人
権
啓
発
相
談
員

　
　
　
　
　

原
山　

総
男 

さ
ん

　

人
権
教
育
で
は
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
人
権
感
覚
・
人
権
意
識
を

高
め
、
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の

課
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
、
日
常
生
活

の
中
で
人
権
尊
重
を
当
た
り
前

の
こ
と
と
し
て
行
動
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
人
権
を
尊
び
差
別

や
偏
見
の
な
い
明
る
い
高
山
村

を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
分
館
人
権
学
習
会

に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
分
館

長
、
主
事
、
人
権
教
育
主
事
、
人

権
教
育
推
進
地
域
指
導
員
を
中

心
に
計
画
中
で
す
。
水
中
、
松
南
、

中
原
、
天
蕨
、
三
郷
の
５
地
区
は

今
年
度
の
人
権
教
育
推
進
地
区

指
定
分
館
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

12
月
５
日
㈯
に
開
催
予
定
で
す
。

　

１
月
23
日
㈯
に
開
催
予
定
で
す
。

今
年
度
の
主
な
人
権
教
育
学
習
の
ご
紹
介

今
年
度
の
主
な
人
権
教
育
学
習
の
ご
紹
介

人
権
教
育
講
座

分
館
人
権
問
題
学
習
会

人権に関する相談窓口のご案内

第
54
回
差
別
を

な
く
す
村
民
集
会

い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
７

相　談　事　項 相　談　機　関 連　絡　先

人権相談

（村）高山村人権推進室 ☎ 214-9762
（国）みんなの人権 110 番 ☎ 0570-003-110
（国）子どもの人権相談 110 番 ☎ 0120-007-110
（県）長野県人権啓発センター ☎ 274-3232
（NPO）人権センターながの ☎ 225-5045

女性相談
（DV、家族等）

（国）女性の人権ホットライン ☎ 0570-070-810
（県）長野県女性相談センター ☎ 235-5710

高齢者に関わる相談 （村）高山村地域包括支援センター ☎ 242-1203
障がい者相談 須高地域障がい者相談センター ☎ 248-3741
心配ごと相談 高山村社会福祉協議会 ☎ 242-1220
生活保護等相談 （村）高山村健康福祉課福祉係 ☎ 242-1201
合同相談
（5月・8月・10 月・2月
の第 3木曜日）

（村）人権擁護委員、民生児童委員、行政相談委員 会場：高山村公民館
13:30 ～ 15:30

日　時　７月９日㈭　13：20 ～ 16：40
場　所　中野市豊田文化センター
内　容　①講演：
　　　　　「部落問題を通して考える日常の中の差別」
　　　　　講師：上川 多美さん (BURAKU HERITAGE)
　　　　②行政説明　ジェンダー平等について
　　　　③分科会（４分科会に分かれ研修）
※参加希望者は、６月 22 日㈪までに、教育委員会（担当：

松本）までご連絡下さい。（☎２１４−９７６２）

北信社会人権教育研修会のご案内北信社会人権教育研修会のご案内
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６月号６月号
田植えシーズン到来!!（荒井原　５月25日撮影）

　

高
井
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
、
体
育
協
会
主
催
の
第
40
回
高

山
卓
球
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
種
目
は
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ

ル
ス
の
個
人
戦
で
す
。

　

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ダ
ブ
ル
ス
の
部

男　

子

優　

勝　

松
本　

暁
・
豊
田
拓
斗

準
優
勝　

田
中
正
彦
・
丸
山　

明

第
３
位　

北
澤
晴
希
・
中
俣
篤
人

　
　
　
　

小
渕
奏
士
・
𠮷
田　

岳

女　

子

優　

勝　

西
堀
心
春
・
黒
岩
真
優
羽

準
優
勝　

黒
岩
優
子
・
西
堀
節
子

第
３
位　

小
林
瑞
季
・
小
林　

渚

新新ししいい 公民館公民館  ②②

シ
ン
グ
ル
ス
の
部

一般
男
子

優　

勝　

藤
沢
晃
平

準
優
勝　

豊
田
拓
斗

第
３
位　

小
渕
奏
士
、
戸
田
陽
太

一般
女
子

優　

勝　

黒
岩
真
優
羽

準
優
勝　

黒
岩
優
子

第
３
位　

西
堀
心
春

ベ
テ
ラ
ン
男
子

優　

勝　

高
藤
順
造

ベ
テ
ラ
ン
女
子

優　

勝　

目
黒
の
り
子

準
優
勝　

中
澤
志
ま
子

小
、
中
学
生

優　

勝　

西
堀
新
太

準
優
勝　

小
林
優
斗

第
３
位　

𠮷
田　

涼
、
小
林　

渚

　新しい公民館は、赤ちゃん連れ
でも安心です。１階ロビーに授乳室
とバリアフリートイレ内にはおむつ
替え用ベッドが設置されています。
ご自由にお使いください。

授乳室には、調乳用浄水給湯器があります

１階バリアフリートイレ
ダブルスの部（男子）予選のようす

第
40
回
高
山
卓
球
選
手
権
大
会
開
催
!!

５
月
10
日（
日
）

202026.6 .15 館報



第 823号

175

わ
ぁ
♡

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

が
い
っ
ぱ
い

ふ
っ
か
ふ
か
の

じ
ゅ
う
た
ん

み
た
い
♡

お
か
あ
さ
ん

た
だ
い
ま
ー
っ

は
い
っ

ど
う
ぞ
♡

もタ
カ
ち
ゃ
ん
っ

泥
だ
ら
け
じ
ゃ

な
い
!!

服
を
汚
す
と

怒
ら
れ
ち
ゃ
う

わ
よ

四
ツ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー

さ
が
そ
う
よ
♪

　

あ
あ
ぁ
…

あ
り
が
と
…

　

今
年
度
も
年
間
５
回
の
計
画
で
、

県
内
外
の
研
修
旅
行
や
地
元
の
社

会
科
見
学
を
行
い
、
シ
ニ
ア
が
見
識

を
高
め
た
り
、
外
出
や
生
活
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
楽
し
む
講
座
が
始
ま

り
ま
し
た
。
申
込
者
49
名
の
内
31

名
が
参
加
し
て
開
校
式
が
行
わ
れ
、

引
き
続
き
「
く
ら
し
に
役
立
つ
睡
眠

と
健
康
の
知
恵
袋
」
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

年
を
経
る
と
睡
眠
に
悩
み
を
持
つ

人
が
増
え
て
き
ま
す
。
寝
つ
き
が
悪

い
、
睡
眠
が
浅
か
っ
た
り
、
睡
眠
時

間
が
短
い
、
目
覚
め
が
悪
か
っ
た
り

す
る
の
が
不
健
康
だ
と
心
配
に
な
り

ま
す
が
、
高
齢
に
な
る
と
体
質
も

変
わ
る
の
で
、
睡
眠
は
短
く
浅
く
な

る
も
の
と
考
え
て
、『
今
の
自
分
に

選手宣誓をする紫チーム主将の清水和彦さん

手のひらをセンサーにあてて測定する参加者

いい
きき
いい
きき

シ
ニ
ア
学
級

シ
ニ
ア
学
級

第１回

最
適
な
睡
眠
』
を
見
つ
け
る
の
が
重

要
で
す
。
体
内
時
計
を
整
え
て
保

持
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
い
睡
眠
が
得

ら
れ
、
健
康
的
に
過
ご
す
こ
と
に
繋

が
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
血
管
年
齢
や
ベ
ジ
タ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
（
ど
れ
だ
け
野
菜
が
摂

れ
て
い
る
か
測
定
）の
測
定
も
あ
り
、

生
活
を
見
直
し
、
健
康
を
意
識
し

て
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

近
年
に
お
け
る
物
価
高
騰
に
伴

い
、
施
設
に
係
る
維
持
管
理
費
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
体
育
施
設
の
照
明
使
用

料
な
ら
び
に
公
民
館
の
冷
暖
房
料
に

つ
い
て
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　

高
井
運
動
広
場
で
、
第
44
回
高

山
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
会
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、

昨
年
度
優
勝
の
紫
チ
ー
ム
か
ら
の
優

勝
旗
の
返
還
、並
び
に
「
選
手
宣
誓
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
村

内
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
９
月
３

日
ま
で
全
21
試
合
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

本
村
在
住
の
瀧
澤
裕

実
さ
ん（
紫
）が
所
属
す

る
軽
井
沢
Ｃ
．
Ｃ
．
は
、

昨
年
の
11
月
に
北
海
道

で
行
わ
れ
た
第
23
回
日

本
シ
ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
で
見
事
優

勝
し
、
４
月
に
ス
イ
ス

で
開
催
さ
れ
た
世
界
シ

ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
２
０
２
６
に
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
グ

ル
ー
プ
Ｃ
を
５
戦
全
勝

で
１
位
通
過
す
る
も

準
々
決
勝
で
ア
メ
リ

カ
に
５
－
６
で
惜
敗

し
５
位
で
し
た
。（
全

23
チ
ー
ム
）

開 
校 
式�

５
月
12
日（
火
）

５月７日（木）
ナイターソフト開幕 !!ナイターソフト開幕 !!

〔名称の変更〕

旧 新

講　堂 ホール

視聴覚室 会議室１

会議室 会議室２
＊他は変更ありません。

７
月
１
日
か
ら

変
わ
り
ま
す公民館使用料金

改訂

　

合
せ
て
、
公
民
館
の
部
屋
の
名
称

も
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報

た
か
や
ま
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

世
界
シ
ニ
ア

世
界
シ
ニ
ア

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

出
場
！

出
場
！

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ TOTAL
USA ０ １ ０ ３ ０ １ ０ １ ６
JPN ０ ０ ３ ０ １ ０ １ ０ ５

〔女子準々決勝〕

21 2026.6 .15 館報
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水
温
み
尾
ひ
れ
軽
や
か
池
の
鯉	

伊
賀	

岳
陽

思
い
切
り
歌
う
園
児
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ	

高
野	

閑
林

古
里
を
濃
艶
に
染
む
桃
の
花	

佐
藤	

喜
代
美

踏
青
や
田
舎
育
ち
の
大
足
で	

浦
野	

ス
ミ
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
真
っ
直
ぐ
空
に
向
い
て
咲
く	

園
山	

達
雄

踏
青
や
急
が
ず
転
ば
ず
老
の
道	

宮
川	

節
子

志
ゃ
く
な
げ
句
会

志
ゃ
く
な
げ
句
会    

四
月
作
品

四
月
作
品

俳
句
俳
句

　
む
か
し
、
駒
場
に
お
姥
さ
ん
が
お

り
ま
し
た
。

　
お
姥
さ
ん
は
、
孫
を
連
れ
て
は
、

毎
日
、
毎
日
、
雁
田
山
に
登
り
、

山
の
上
か
ら
下
を
な
が
め
て
い
ま
し

た
。

　
こ
う
し
て
、
毎
日
山
に
登
っ
て
い

る
お
姥
さ
ん
に
は
、
悩
み
が
ひ
と
つ

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
駒
場
の
稲
の
実
り
の
悪

い
こ
と
で
し
た
。
お
姥
さ
ん
は
、
駒

場
と
、
延
徳
田
ん
ぼ
を
見
て
は
、

「
今
年
も
、
駒
場
の
稲
は
ち
ょ
っ
と

も
、
実
ら
な
い
の
う
。
そ
れ
に
く
ら

べ
て
、
延
徳
田
ん
ぼ
の
方
は
、
穂
が

よ
く
実
っ
て
お
る
。」

７月の生涯学習事業７月の生涯学習事業

問い合わせは公民館まで。（☎２１４―９７６２）

開  催  日 事　業　名 場　所
7月1日（水）19:00 ホタル学習教室 中山千石地区

7月1日（水） 一茶館万年カレンダー
連携展 一茶館

7月4日（土）13:15 第43回青少年健全育成大会 公民館

7月12日（日）9:00 一茶を学ぼう② 一茶館

7月14日（火）19:40 やさしいヨガ教室 チャオル

7月16日（木）8:00 シニア学級② 富岡市方面

7月18日（土）9:00 ホタル環境整備 中山千石地区
7月21日（火）・
　  28日（火）18:30 ハーバリウム教室 公民館

7月26日（日）10:00 一茶紙芝居① 一茶館

7月31日（金）9:00 夏休み子ども俳句教室 一茶館

高
山
村
の
民
話
②

と
、
う
ら
や
ま
し
そ
う
に
、
な
が
め

て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
の
昼
す
ぎ
、
お
姥

さ
ん
が
庭
さ
き
で
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
久
し
ぶ
り
に
、
雨
が
パ
ラ
パ
ラ

降
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　
お
姥
さ
ん
は
、
孫
を
連
れ
て
雁

田
山
に
あ
わ
て
て
登
り
な
が
ら
、

「
雨
、
雨
、
降
れ
、
降
れ
、
も
っ
と

降
れ
、
延
徳
田
ん
ぼ
を
、
水
び
た

し
に
し
て
し
ま
え
！
」

と
、
天
に
む
か
っ
て
大
声
で
さ
け
び

ま
し
た
。

　
す
る
と
、
お
姥
さ
ん
の
声
が
聞
こ

え
た
か
の
よ
う
に
雨
は
、
ザ
ァ
ー
、

ザ
ァ
ー
と
、
も
の
す
ご
い
い
き
お
い
で
、

ど
ん
ど
ん
降
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　
千
曲
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
は
、
川

の
よ
う
に
な
り
、
田
ん
ぼ
の
土
手
を

切
る
と
、
延
徳
田
ん
ぼ
一
帯
を
、
水

び
た
し
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
お
姥
さ
ん
と
孫
は
、
な
ら
ん
で

そ
の
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
心
の
な
か
で

は
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
の
で

す
。

　
夕
方
に
な
り
、
大
雨

は
止
み
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
お
姥
さ
ん
と
孫
は
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
帰
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
村
の
人
た
ち
が
、
心

配
し
て
雁
田
山
に
登

り
、
あ
ち
こ
ち
さ
が
し

ま
し
た
。

「
お
姥
さ
ん
、
お
姥
さ
ん
、
お
姥
さ

あ
ー
ん
…
…
。」

と
、
何
回
よ
ん
で
も
返
事
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
も
う
一
度
、
あ
た
り
を
よ
く
見
ま

わ
す
と
、
そ
こ
に
は
、
い
ま
ま
で
見

た
こ
と
も
な
い
石
が
、
二
つ
並
ん
で

立
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
よ
く
み
る
と
、
そ
れ
は
お
姥
さ
ん

と
孫
で
し
た
。
お
姥
さ
ん
と
孫
は
、

田
ん
ぼ
の
こ
と
ば
か
り
心
配
し
て
、

人
の
不
幸
を
よ
ろ
こ
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
、
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し

た
。

　
駒
場
で
は
、
こ
の
大
雨
が
実
り
の

雨
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
豊
作
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
あ
と
に
駒
場
で
は
、
お

姥
さ
ん
と
孫
の
よ
う
な
不
幸
な
人

を
、
だ
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
た
め
池
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
た
め
池
を
作
っ
て
か
ら
は
、
稲
は

よ
く
実
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
も
、
姥
石
の
方
角
か
ら
雨

が
降
る
時
は
、
〝
ヒ
ョ
ウ
〟
を
つ
れ

て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
話
者
　
水
橋
喜
市
郎

※
姥
　
年
を
と
っ
た
女
の
人

姥う
ば

石い
し

伝
説
（
駒
場
）
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６
月
に
な
っ
て
、
県
境
の
峠

道
も
や
っ
と
冬
季
閉
鎖
の
解
除
。

さ
ぁ
、
山
へ
行
こ
う
！

　

高
山
村
で
も
標
高
の
高
い
と
こ

ろ
で
は
北
方
の
植
物
が
み
ら
れ
ま

す
。
山
田
牧
場
な
ど
で
６
月
に
咲

い
て
い
る
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
も
そ
の

ひ
と
つ
。

　

シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
は
サ
ク
ラ
と
付

シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ 

～
ア
イ
ヌ
の
名
が
付
く
北
方
の
木
～

い
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
白
い
花

が
ブ
ラ
シ
状
に
咲
き
ま
す
。
よ
く

似
た
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
高
山
村

の
里
の
方
で
み
ら
れ
ま
す
が
、ま
、

そ
の
北
方
系
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す

ね
。
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
は
長
野
県
あ

た
り
か
ら
北
海
道
に
分
布
し
て
い

ま
す
。

　

シ
ウ
リ
と
は
ア
イ
ヌ
の
こ
と
ば

で
苦
い
木
を
意
味
す
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
で
は
シ
ウ
リ

ザ
ク
ラ
の
独
特
の
香
り
が
邪
気
を

払
う
と
さ
れ
、
病
気
に
な
っ
た
と

き
に
こ
の
木
で
お
守
り
を
つ
く

り
、
寝
床
の
上
に
つ
る
し
た
そ
う

で
す
。
な
ん
だ
か
ス
ゴ
い
パ
ワ
ー

を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
木
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
の

は
、
芽
吹
き
と
紅
葉
の
と
き
も
。

と
て
も
き
れ
い
な
赤
い
芽
吹
き

で
、紅
葉
も
真
っ
赤
に
な
り
ま
す
。

　

シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
は
、山
田
牧
場
の

リ
フ
ト
乗
り
場
の
近
く
に
大
き
な

木
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
シ
状
の
花

や
、秋
に
は
紅
葉
を
見
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。邪
気
を
払
っ
て
も
ら
う
の

も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

シウリザクラ

本本と
と だも ち

中 華 丼中 華 丼

　今月は１品で、野菜もたんぱく質も炭水化物も摂れる栄養満
点の「中華丼」をご紹介します。豚もも肉は、比較的脂肪分が
少なく、たんぱく質が豊富です。ビタミン B1も豊富で夏バテ
予防にも効果があります。是非お試しください。

（チャオル　管理栄養士　斉藤美江）

《材料》（４人分） ① 白菜は縦に半分にして３cm
幅に切る。
にんじんは厚さ３mm のいちょ
う切り、ピーマンは１口大、ズッ
キーニは１cm 幅の半月切り、しい
たけは薄切りにする。

② 高野豆腐は、水に戻してから一口大
に切る。

　 豚肉は、５cm 長さに切る。
③ Ａを合わせる。
④ ①をごま油で炒める。軽く火が通ったら、②を加えて炒める。
⑤ Ａを加え、こしょうで味をととのえる。
⑥ 水溶き片栗粉を加え、とろみがついたら、ご飯に盛り付ける。
409kcl　食塩 1.8g

ご飯����������� 150g×４
白菜��������������� 240g
にんじん������������ 80g
ピーマン������������ 80g
ズッキーニ���������� 80g
しいたけ������������ ４個
豚もも肉（薄切り）��� 200g
高野豆腐������������ 10g
ごま油���������� 大さじ１

鶏がらスープの素���� 大さじ１
料理酒������������� 大さじ１
醤油��������������� 小さじ２
砂糖��������������� 小さじ１
水������������� 50 ～ 100cc
塩��������������������� 少々
こしょう��������������� 少々
片栗粉������������� 大さじ２
水����������������� 大さじ２

　

村
制
70
周
年
と
一
茶
館
開

館
30
周
年
を
記
念
し
て
「
夏

井
い
つ
き
句
会
ラ
イ
ブ
」
が
、

６
月
21
日
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
俳
句
を
う
ま
く
は

詠
め
な
い
け
れ
ど
、
夏
井
さ

ん
の
ト
ー
ク
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
よ
ね
。

こ
の
機
会
に
俳
句
に
は
ま
っ

て
し
ま
う
か
も
。
一
茶
さ
ん

も
気
に
な
る
か
も
。
ど
ん
な

展
開
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
青
木　

記
）

カラフル！
とことん考える本 （新着本）

テーマ

Ａ

「折り紙の事典」
岡村昌夫・三浦公亮 監修（朝倉書店）

公民館図書室では「折り紙の
折り方」の本が子どもたちに
大人気です。ただ、折り紙遊
びの本は多くあれど、折り紙
そのものをここまで追究した
本はそう多くありません。こ
の本は歴史に始まり、現在活
躍される大勢の「折り紙作家」
なる方々の紹介、折り紙の技

法について解説。最新の医療、建築にも応用さ
れているそうです。すごいぞ、折り紙！

「かっこいいピンクをさがしに」
なかむらるみ 文・絵（福音館書店）

「男の子のピンクのランドセ
ルは理解できない」…そんな
新聞の投稿記事を読んだ著者
はなんともいえない気持ちに
なり、そして疑問をもちます。
「ピンク」ってそもそもどん
な色なの？そこから、歴史や
美術、服飾や染色など様々な
専門家に話をきいて「ピンク」

を考えます。みなさんは「ピンク」、好きですか？
そしてどんなイメージを持つでしょうか？

23 2026.6 .15 館報



242026.6 .15 広報

日 曜日 行事予定（時間 • 会場等） 担　　　当 お問い合わせ

1 水 　 タイムカプセル掘り上げ（10 時〜　役場駐車場）　☞２頁 住民税務課
健康福祉課

☎ 214-9244
☎ 242-1201

2 木 結核検診（８時 45 分～ 11 時 45 分）　☞８頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

3 金 地区懇談会【二ツ石区】（19 時～　二ツ石センター）　☞ 3 頁
地区懇談会【久保区】（19 時～　久保公会堂）　☞ 3 頁

総務課企画政策係
総務課企画政策係

☎ 214-2263
☎ 214-2263

4 土 青少年健全育成推進大会（13 時 15 分～　公民館） 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

5 日 地区懇談会【新堀区】（18 時～　新堀公会堂）　☞ 3 頁 総務課企画政策係 ☎ 214-2263

6 月
7 火 地区懇談会【牧場区】（16 時～　カリヨンホール）　☞ 3 頁 総務課企画政策係 ☎ 214-2263

8 水
健康相談（９時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
寄ったい市場（9 時 30 分～ 11 時 30 分　保健福祉総合センター）
地区懇談会【天神原】（19 時～　天神原観音堂）　☞ 3 頁

健康福祉課保健予防係
地域包括支援センター
総務課企画政策係

☎ 242-1202
☎ 242-1203
☎ 214-2263

9 木 保育園開放日（9 時～ 11 時 15 分　たかやま保育園）　☞ 25 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

10 金

11 土
夏の交通安全やまびこ運動（～ 20 日）　☞ 15 頁
地区懇談会【福井原区】（17 時 30 分～　福井原公会堂）　☞ 3 頁
地区懇談会【千本松区】（19 時～　千本松公会堂）　☞ 3 頁

建設水道課建設係
総務課企画政策係
総務課企画政策係

☎ 214-9297
☎ 214-2263
☎ 214-2263

12 日
一茶を学ぶ会②
地区懇談会【松南区】（17 時～　松南公会堂）　☞ 3 頁
地区懇談会【緑ケ丘区】（18 時～　緑ケ丘住民センター）　☞ 3 頁

一茶ゆかりの里一茶館
総務課企画政策係
総務課企画政策係

☎ 248-1389
☎ 214-2263
☎ 214-2263

13 月
14 火

15 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
1 歳 6 か月・2 歳・3 歳児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 25 頁

健康福祉課保健予防係
健康福祉課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

16 木
行政相談（13 時 30 分～ 15 時 30 分　役場第２応接室）
地区懇談会【温泉区】（16 時～　スパ・ワインセンター）　☞ 3 頁
体育施設調整会議（18 時〜　役場第２会議室）

総務課総務係
総務課企画政策係
教育委員会生涯学習係

☎ 214-9243
☎ 214-2263
☎ 214-9762

17 金 子育てセミナー（10 時 15 分～ 11 時 45 分　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
地区懇談会【蕨平区】（19 時～　蕨平公会堂）　☞ 3 頁

子育て支援センター
総務課企画政策係

☎ 242-2660
☎ 214-2263

18 土 地区懇談会【松原区】（18 時 30 分～　松原公会堂）　☞ 3 頁 総務課企画政策係 ☎ 214-2263

19 日
20 月 （祝日　海の日）

21 火 無料法律相談会（13 時 30 分～ 15 時 30 分　役場第２応接室）　☞ 16 頁 総務課総務係 ☎ 214-9243

22 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
3 か月・7 か月・10 か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 25 頁

健康福祉課保健予防係
健康福祉課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

23 木
24 金
25 土 　 第 40 回信州高山まつり 産業振興課商工観光係 ☎ 214-9296

26 日
27 月
28 火
29 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

30 木
31 金 7 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 25 頁 住民税務課税務係 ☎ 214-9244

７ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー７ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●７月の予定
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村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

広報たかやまを LINE で配信！

高山村公式LINE
友だち登録お願いします！

●７月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

7 月 15 日 ㈬ 午後 1 時 30 分～ 3 時 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

７月の納税等の納期限・口座振替日　◆住民税務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

７月分 7 月 31 日 ㈮
国民健康保険税 ２期分 保育料・児童クラブ利用料 ７月分
後期高齢者医療保険料 ２期分 下水道使用料 ２期分
介護保険料 ２期分 農業集落排水施設使用料 ２期分

健康相談　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

7 月 8 日 ㈬
7 月 15 日 ㈬
7 月 22 日 ㈬
7 月 29 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9 時
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊介護に関することは、地域包括支援センター（☎ 242-

1203）にご相談ください。

子育て支援センター　◆子育て支援センター　☎ 242-2660
イベント名 期　日 時　　間 会　　場 内　　　容

保育園開放日 7 月 9 日 ㈭ 午前 9 時〜 11 時 15 分 たかやま保育園 保育園であそぼう

子育てセミナー 7 月 17 日 ㈮ 午前10時15 分
～11 時 45 分

保健福祉総合センター
子育て支援センター

「ハンドマッサージ
　～ママに癒しの時間を～」

　講師：久保田朋美さん
※セミナーへの参加は事前に申込みが必要です。　参加定員 8 組
※子育て支援センターまでお問い合わせください。

乳幼児健康診査　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

3〜4か月児 令和 8 年
3 月 4 日 ～ 4 月 22 日生まれ

7 月 22 日 ㈬ 保健福祉
総合センター

午後 1 時
〜 1 時 20 分

母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
子どもノート

7〜8か月児 令和 7 年
11 月 4 日 ～ 12 月 22 日生まれ

母子手帳
バスタオル
おたずね票
子どもノート

10 〜11か月児 令和 7 年
8 月 4 日 ～ 9 月 22 日生まれ

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
子どもノート

1 歳 6 か月児 令和 6 年　　 令和 7 年
11 月 12 日 ～ 1 月 15 日生まれ

7 月 15 日 ㈬ 保健福祉
総合センター

午後 1 時
〜 1 時 20 分

母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
子どもノート

2 歳児 令和 6 年
5 月 12 日 ～ 7 月 15 日生まれ

3 歳児 令和 5 年
5 月 12 日 ～ 7 月 15 日生まれ
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村の人口
令和８年６月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

4
月
16
日
か
ら

　
5
月
15
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

ほいくえん
ほいくえん

◆健康福祉課保健予防係　◆健康福祉課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

歯みがきできたね歯みがきできたね
たかやまっ子たかやまっ子

世帯数（＋ 9）   2,460 戸
人　口（− 5）   6,332 人
　男  　（− 2）   3,157 人
　女  　（− 3）   3,175 人

表
紙
の
紹
介

　

５
月
23
日
㈯
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン

ド
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
ご
下
賜

金
に
よ
る
記
念
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。

　

村
制
施
行
七
十
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
み
ど

り
の
少
年
団
の
児
童
・
生
徒
が
、

村
花
で
あ
る
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」

の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

七
十
周
年
の
節
目
を
彩
る
と

と
も
に
、
緑
あ
ふ
れ
る
未
来
を
願

う
記
念
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
ご
下
賜
金

記
念
植
樹

太
田
　
啓
子
　
さ
ん
　
91
歳
　
緑
ケ
丘

黒
岩
ち
よ
い
　
さ
ん
　
92
歳
　
二
ツ
石

黒
岩
　
牧
子
　
さ
ん
　
61
歳
　
　
牧

牧
　
　
咲
子
　
さ
ん
　
48
歳
　
荒
井
原

山
田
　
尚
子
　
さ
ん
　
91
歳
　
三
　
郷

原
　
　
静
代
　
さ
ん
　
78
歳
　
緑
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たかやま保育園

　たかやま保育園は、信州型自然保育認定園となってい
ます。信州型自然保育（信州やまほいく）とは、豊かな
自然環境や地域資源を積極的に取り入れ、子どもたちの
主体性や創造性、生きる力を育む保育を行うことです。
たかやま保育園でも周りに豊かな自然があることを活か
し、年間を通し信州やまほいくの活動を行っています。
その一部を紹介していきたいと思います♪
　春には桜遠足や畑作り、よもぎ採りをしています。畑
作りでは地域の方にも協力していただき、みんなで作り
上げる畑になっています。夏には畑の野菜を収穫し給食
で食べたり、年長児が行う和太鼓演奏があったりします。
和太鼓演奏では地域の方にもご指導していただき、練習
を重ね「高山まつり」で発表しています！秋には畑で収
穫したサツマイモでやきいも大会をし、冬にはスキー
ウェアを着て大胆に雪まみれになって遊んでいます！な
どなどたくさんの活動があります。
　そんな様子を「信州やまほいくの郷」に
載せています。ぜひご覧ください！

「信州やまほいく」のブログあげています！

４月に実施した３歳児健康診査において、上手
に歯磨きを行えていました。
これからも健康な歯を大切にしてください。
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